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　この傾向は今後ますますいちじるしくなる。

　　むすび

　親しい物理分析装置の獲蓮によつてもたらされた大な

る利鮎の一つはいちじるしい時聞の短縮ということであ

るo例えば非鐵冶金の分析において從來一時間に5種の

分析が行われていたものが分光分析法によつて25種の

測定が可能とな軌直洗分光器の使用によつて、さらに

80種が正確に測定されるようになつたといふ報告もあ

る。ただし鞭はいずれもはなはだ高償であることであ

る。しかしこのような物理分析襲置の鍵とともに分析

の分蜀は從來の化學者のみでなく，物理學，電氣學，機

械學等を專攻する人蓬まで網羅するようになつた結果，

分析部門がいちじるしい飛躍を瀧げるようになつtcこと

は試に喜ばしいことSいわねばならない。
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　　　　　　　　、マロン酸ヂエチノvエステ

　　　　　　　　　Ptとフオ・ノレムアPtデヒド

　　　　　　　　　とより合成樹脂の製造

　　　　　　　　　　　　　　　高　木　行　雄
　Wロン酸ヂエチル孟ステルとフtiルムアルデヒドと
の反慮を利用して食成樹脂を得る丈献については，既

に子二，三あり。これらの丈献を綜合して見ると合蔵樹
脂の主膿となるメチレンマロン酸ヂエチルエステルの
生成反慮は次の如く蓮行する0
　1．　，CH！（COtC！H，）e十CHsO－→OHCHsCH（COe
　　　マロンvaヂzチnエスiル
　　卿、一曳CH，。C（。。、C，，H、）！

　　　　　　　　　メテレンマ”ン醗ヂエテ乃エステ乃
　2」　CH2（CO，CsHs）e十2C卿一一→（OHCH1）2C（CO2

’qH，）、」遡・。・H，．。H（。。，〔轟）2

　　－HP　　－一→CH2＝C（COeCt賢』）2

　然しながらマロン酸ヂエチルエステルとフォルムア
ルデヒドとの反慮は多くの副反庶をffい易く，反慮傑

件によつてはメチレンマロン酸ヂZチルaステルの牧
量は皆無である。このものの合成について，溶媒とし
て氷酪酸，主鱒媒として酸酸カリ，助鰯襟として酷酸，
銅，バ『フォルムァルデヒド盈用いた場合の反塵i繰件
を求めた結果マロン酸ヂエチルエステルとパラフォル

ムァルデヒドのモル比は1：2，反庶温度はIOO℃が
最適であることを認めたが未だこの方法では収慧は良
好ではなく1結局50％前後に止まったoメチレンマ
ロン酸ヂエチル；ステルは非常に重合し易く，室温に
放置しても数時闘以内に爽然嚢熱して同時に透明に固
化し，後徐々に白色不透明磁器椴の堅く脆い樹脂とな
る。この重合は澱烈でビ‘一ル系化合物に使用されて

いる硫黄，銅，ハイドロキノン等の露合防止捌では重
合を防止することt：出asない。璽合物は氷酷酸，アル
コールに溶解して楯稠な液となり，こρ溶液を水中又
は石油工一テル中に注ぐと直ちに白色不透朋の重合物
を生ずる。
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